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南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針 別紙 

 

南アルプス国立公園ニホンジカ対策方針５．対策の実施方針（６）その他に定める留意

事項は次の通りとする。 

 

１．保全対象地の選定について 

 具体の保全対象地の選定にあたっては、固有種等の生育地である場所、典型的な「お花

畑」が成立している場所、ニホンジカの影響により土壌侵食が生じている場所等の中から、

専門家等の意見を踏まえて選定した下の場所を、特に優先的な保全対象地として検討する。 

 対象地はニホンジカの影響段階に応じて（１）～（３）の通り区分して示す。 

 なおここに示すのは保全対象地であり、対策実施区域とは異なることに留意が必要であ

る。 

 

（１） ニホンジカの影響が及んでいるが、現在であれば保全を優先すべき植生の復元の可

能性が高い場所 

仙丈ケ岳山頂（南部） 

小仙丈カール周辺 

仙丈ケ岳馬ノ背周辺 

地蔵岳（赤抜きの頭分岐下部） 

北岳（草すべり周辺、旧北岳山荘周辺） 

熊ノ平（小屋北側） 

北荒川岳（東斜面、西斜面） 

三伏峠から烏帽子岳周辺 

荒川岳（荒川小屋上部） 

百間洞 

聖平周辺（聖平、薊畑） 

茶臼岳（小屋周辺、北稜線） 

光岳（小屋周辺、センジヶ原） 

（２） ニホンジカの影響により、既に植生が完全に変化、または植生が消失し裸地化して

土壌侵食が生じている場所 

薮沢上流部から馬ノ背 

農鳥小屋（水場） 

塩見岳の南東斜面 

聖平周辺（薊畑分岐箇所） 
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（３） ニホンジカの影響が及んでおらず、保全を優先すべき植生が残っており、今後、影

響を受ける可能性が高い場所 

仙丈ケ岳山頂（北部） 

北岳（二俣、白根御池小屋周辺、北岳肩の小屋周辺、南東斜面） 

中白根山 

西農鳥岳 

千枚小屋周辺 

荒川岳（前岳～中岳）の南斜面 

上河内岳 

 

 

２．各対策の実施について 

 各対策の実施にあたっては次の事項に留意する。 

 括弧内の数字は本文と対応している。 

（２）ニホンジカの防除 

 ① 個体数管理 

ⅰ  捕獲時の配慮 

特に夏季に高山帯及び亜高山帯を利用するニホンジカを積極的に捕獲することが重

要であるが、高山帯等で捕獲するのは困難が伴う。 

このため、ニホンジカの生息状況や移動経路等を踏まえ、春季及び冬季に高山帯等か

ら低標高地へ移動するニホンジカの移動の中継地や越冬地等での捕獲を積極的に行う

とともに、高山帯や亜高山帯での捕獲が可能な場合にはこれに努める。 

また、ニホンジカの移動範囲が市町村域、県域を越え、広範囲な捕獲が必要なため、

猟友会等の協力を得ながら行政界を越えて連携した捕獲に努める。 

なお、捕獲は植生への影響、利用者等の安全性の確保に配慮して実施する。 

 

ⅱ モニタリングの実施 

ニホンジカの捕獲効果の評価や捕獲効率の向上を図るため、捕獲状況及び捕獲後の

生息状況等についてモニタリング調査を行い、必要に応じて捕獲方法等の見直しにつ

いて検討する。 

  

② 防鹿柵 

ⅰ  設置場所の考え方 

防鹿柵の設置場所の考え方は以下のとおりとする。 

ニホンジカの影響が及んでおらず、保全を優先すべき植生が残っており、今後、影

響を受ける可能性が高い場所に防鹿柵を設置することにより、植生保全のための予防
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的措置をとる。 

ニホンジカの影響が及んでいるが、現在であれば、保全を優先すべき植生の復元の

可能性が高い場所に防鹿柵を設置することにより、植生の復元を図る。ニホンジカの

嗜好性が低い植物や採食耐性が高い植物が増加・繁茂し、他の植物の生長を妨げてい

る場合には、必要に応じて刈り取り等の植生管理を検討する。 

ニホンジカの影響により、植生が消失し裸地化して土壌侵食が生じている場所に土

壌侵食対策を施し、必要に応じて防鹿柵を設置することにより、土壌侵食を防ぎ、植

生の復元を図る。 

 

ⅱ  設置方法 

高山という厳しい環境に設置することを踏まえ、特に風雪に対して耐久性の高い防

鹿柵を設置する。風雪や斜面の積雪による過重負荷から柵の損傷を防ぐため、必要

に応じ冬季に防鹿柵を外すことを検討する。加えて、土砂や降雨、風雪により防鹿

柵が壊れる可能性を下げるため、設置に際しては地形に留意する。 

防鹿柵は、ニホンジカの侵入を防ぐために、高さ、ネット・金網の強度に留意し、

柵下部からのもぐり込みを防止する構造とする。 

また、ニホンジカやカモシカ、ライチョウ等の動物が防鹿柵に絡まったり、そのこ

とより防鹿柵が損傷することを防ぐため、ネットや金網の色、網目の大きさ、材質等

に配慮するとともに、動物の移動経路を確保するように設置する。 

防鹿柵設置に際しては、設置場所及びその周辺の植生に影響を与えないように配慮

する。 

案内パネル、ポスターまたはチラシ等により柵の設置目的等の説明に努める。 

国立公園にあっては柵の更新や撤去に伴い生じる不要な資材は基本的に公園外

に搬出して適切に処分する。 

 

 ⅲ  規格・色彩等 

国立公園内に設置する防鹿柵については、景観に配慮するため、色彩等が景観

と不調和でないことに留意するとともに、可能な限り規格を統一することを検討す

る。ただし、各種動物のネットへの絡まりが懸念される場合にはその対策に配慮する。 

国立公園外においても可能な限りこれらのことに配慮する。 

 

 ⅳ  メンテナンスの実施 

 防鹿柵設置後、定期的な点検を実施し、必要に応じてメンテナンスを行う。 

 

ⅴ モニタリングの実施 

 防鹿柵の効果、植生の状況を把握するため、モニタリング調査を定期的に実施する。 
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（３）環境の改善 

① 土壌侵食等への対策 

ⅰ  方法 

イ ネット等の設置 

ネットやマット、シート等を施工することにより、土壌の移動を防ぎ、土壌侵食

を防ぐ。 

ネット等の素材には、麻やココヤシ等の天然素材と合成素材がある。景観や施工

場所の環境を大きく改変しないように、景観に配慮した色合いや自然分解する素材

を使用することが望ましい。しかし、合成素材は時間が経過してもその効果に変化

がないのに対し、天然素材は時間の経過とともに土壌侵食の抑制効果が小さくなる

ことを考慮する必要がある。 

 

ロ 土留め 

木材や岩石による土留めがあり、いずれの場合も材料を現地で調達することが望

ましいが、確保が困難な場所もあるため、環境に配慮しつつ規格化された材料を使

用することも検討する。 

岩石による土留めは耐久性が高いが、高山・亜高山帯への岩石の運搬にはヘリコ

プターを使用するため、多大な費用が必要である。また、低地から岩石を運び入れ

る場合には、現地の岩質とは異なる岩石が用いられる可能性がある。 

 

ハ 植物の移植 

 土壌侵食を防止する対策を行った上で、自然条件下での植生の回復が望めない場

合には、植生をより積極的に復元させる必要があるかについて検討する。積極的な

復元が必要であると判断された場合は、現地で採集した植物の移植、現地に生育す

る植物の種子による播種を検討する。この場合、個体や種子を採集する個体群への

影響や、生育地の生態系にも悪影響を与えないように十分配慮する。 

移植に際しては、次項の「（４）生態系の維持回復に必要な動植物の保護増殖」

と同様な課題があるため、それらを十分に把握、検討の上決定する。 

 

ニ ニホンジカ侵入防止対策 

 土壌侵食を防止し、植生が回復した場合、依然としてその場所のニホンジカの生

息密度が高い場合には、ニホンジカによる採食を防ぐため、防鹿柵やグレーチング

（金属メッシュ板）の設置等を検討する。 
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ⅱ  メンテナンスの実施 

ネットやマット、シート等の施工後には凍結融解作用の影響や、強風、豪雨、吹雪

等の高山・亜高山帯の厳しい環境によって、ネットが緩んだり、損傷することから定

期的なメンテナンスを行う。 

土留めに関しても、設置した木材や岩石の損傷が生じる可能性があることから、定

期的なメンテナンスを行う。 

防鹿柵設置やグレーチングを設置した場合も、定期的な点検を実施し、必要に応じ

てメンテナンスを行う。 

 

ⅲ  モニタリングの実施 

ネット等の施工、土留め、植物の移植、ニホンジカの侵入防止等、実施したそれぞ

れの対策の効果についてのモニタリングを定期的に行う。 

 

 

（４）生態系の維持回復に必要な動植物の保護増殖 

ⅰ 考え方 

対象種は、生息域内での種の存続の困難さと、移植先や生息域外での存続・繁殖の

可能性等に鑑み、専門家の指導・協力を得て選定する。移植や生息域外保全は個体・

種子の人為的移動を伴い、また多くの高山植物はその生態が明らかではなく、移植先

や生息域外での生育に耐えうるかも判明していない種がほとんどと考えられるため、

実施後の影響を考慮して慎重な対応が必要である。 

対象種を選定後、その種の状況に応じて移植または生息域外保全のいずれか、場合

によっては両者の実施を検討する。生息域外へ持ち出し、人為的な管理下におく場合

には、ニホンジカの採食による種の絶滅を回避するため一部の個体・種子を域外に持

ち出すことと、将来ニホンジカの過大な影響が排除された場合やニホンジカの影響を

受けない防鹿柵内への植え戻し（野生復帰）の両面を考える必要がある。植え戻しに

あたっては、植え戻す先での遺伝的多様性の攪乱、個体群的特性の攪乱の可能性につ

いても検討する必要がある。 

 

ⅱ 方法 

イ 移植 

移植元となる個体・種子の採集場所を選定し、どのような生育段階、時期での採集

が適当かを検討する。採集場所は、複数の個体の採集または複数の個体からの種子採

取が可能な場所を選定し、移植個体群の遺伝的多様性を確保する。同時に、個体・種

子の持ち出しの対象となった個体群の個体数の減尐や遺伝的多様性の攪乱等の、受け
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得る悪影響を最小限にとどめるよう配慮する。 

移植先についても、対象種の生育に適した環境であるかを検討し選定する。また、

どのような生育段階、時期での移植が適当かを検討した上で移植を実施する。さらに、

移植先での遺伝的多様性の攪乱、個体群的特性の攪乱を起こさないような配慮が必要

である。 

ただし、生育地が壊滅的な打撃を受け、もはや個体群存続の可能性が極めて低いと

考えられる場合はこの限りではなく、緊急避難的に防鹿柵内等に移植することも考え

られる。 

 

ロ 生息域外保全 

まず、生息域内から持ち出した個体・種子を管理し、栽培・増殖を図る施設を決定す

る必要がある。生息域外保全を実施するにあたっては、専門技術者の下、長期的な視点

を持って管理する体制を構築することが重要である。事前に、持ち出す個体・種子数や

増殖の目標個体数を検討した上で、系統の保存や将来の植え戻し（野生復帰）のための

個体の栽培・増殖を行う必要がある。その際、生態的に明らかとなっていない事柄を解

明するように情報の蓄積にも努める。例えば開花や結実の条件、結実数、種子の発芽率

等の情報が得られることは、累代繁殖や将来の植え戻し、生息域内での保全においても

有益である。 

持ち出す個体・種子の採集場所を選定し、どのような生育段階、時期での採集が適当

かを検討する。採集場所は、複数の個体の採集または複数の個体からの種子採取が可能

な場所を選定し、生息域外に持ち出す個体群の遺伝的多様性を確保する。同時に、生育

地に残される個体群の個体数の減尐や遺伝的多様性の攪乱等の、受け得る悪影響を最小

限にとどめるよう配慮する。 

植え戻し（野生復帰）に際しても、対象種の生育に適した環境であるかを検討し、植

え戻し先を選定する。また、どのような生育段階、時期での植え戻しが適当かを検討す

る。さらに、植え戻す先での遺伝的多様性の攪乱、個体群的特性の攪乱を起こさないよ

うな配慮が必要である。また、人為管理下で感染するウイルス、寄生生物や外来生物の

非意図的導入とならないようにすること、近縁種や地域個体群間との交雑が生じないこ

とにも配慮する必要がある。 

ただし、生育地が壊滅的な打撃を受け、もはや個体群存続の可能性が極めて低いと考

えられる場合はこの限りではなく、緊急避難的に生息域外へ持ち出すことも考えられる。 

上記の生息域外保全のほか、種子を長期的に保存するという、植物の生活史を利用し

た方法が考えられる。種子保存は、有用な作物や希尐植物の一部で既に行われており、

必要に応じて絶滅に瀕する固有種や希尐種の種子保存の可能性について検討する。 
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ハ  モニタリングの実施 

a  移植 

移植の効果や持ち出しの対象となった現地の個体群・生育環境への影響について

のモニタリングを定期的に行う。 

 

ｂ 生息域外保全 

持ち出した個体の生育・増殖の状況の把握及び監視を行う。また、植え戻し（野

生復帰）による効果や域外への持ち出しの対象となった現地の個体群・生育環境へ

の影響についてのモニタリングを定期的に行う。 

 


